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宮
本
　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

障
が
い
者
な
ど
の
災
害
時
に

支
援
を
必
要
と
す
る
災
害
時
要

援
護
者
に
対
し
て
は
、
避
難
支

援
訓
練
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
市
と
し
て
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

答
　

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
小
学
校
避
難
拠
点
の
体
制
整

備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
立
ち

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

防
災
訓
練
に
取
り
入
れ
る
よ
う
提
案

障がい者の避難支援訓練

上
げ
る
小
学
校
避
難
拠
点
運
営

委
員
会
に
よ
る
防
災
訓
練
な
ど

で
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

訓
練
を
積
極
的
に
提
案
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
団
体
な
ど

と
災
害
時
に
支
援
が
ス
ム
ー
ズ

に
連
携
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
担
当

部
署
も
交
え
た
話
し
合
い
や
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

堀
越
　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
街
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
防
犯
・
防
災
対
策

の
推
進
や
大
地
震
の
教
訓
を
生

か
し
た
市
民
と
の
取
り
組
み
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

防
災
対
策
と
し
て
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
、
小
学
校
避
難
拠
点

体
制
整
備
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答
　

小
学
校
避
難
拠
点
体
制
づ

市
民
と
の
取
り
組
み
が
重
要 

進
捗
状
況
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
等
で
説
明

小学校避難拠点運営委員会の設立

く
り
の
た
め
、
小
学
校
初
動
配

備
職
員
の
指
名
と
研
修
会
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
各
小
学
校
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
委
員

会
等
に
説
明
し
、
協
力
を
依
頼

し
て
い
る
。
避
難
拠
点
運
営
委

員
会
の
設
立
を
希
望
す
る
学
校

で
委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、

委
員
会
を
主
体
と
し
た
避
難
所

運
営
な
ど
の
防
災
訓
練
の
実
施

を
進
め
て
い
き
た
い
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

市
役
所
本
庁
舎
前
、
国
道
14

号
に
お
け
る
交
通
事
故
が
、
平
成

19
年
９
月
か
ら
数
件
発
生
し
て

い
る
。
解
決
策
と
し
て
、
駐
車

場
出
入
り
口
と
並
ぶ
歩
道
レ
ー

ン
を
左
折
車
専
用
出
口
に
整
備

し
て
右
左
折
２
車
線
に
し
、
隣

接
す
る
千
葉
コ
ピ
ー
セ
ン
タ
ー

脇
に
歩
道
を
移
設
す
れ
ば
、
市

民
の
安
全
が
確
保
で
き
る
。
以

横
断
す
る
市
民
の
安
全
確
保
を

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
と
横
断
歩
道
設
置

市役所本庁舎前の道路

前
に
質
問
し
た
横
断
歩
道
の
新

設
と
合
わ
せ
、
考
え
を
問
う
。

答
　

要
望
の
市
役
所
前
バ
ス
停

脇
へ
の
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機

と
横
断
歩
道
の
設
置
は
、
県
警

か
ら
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
る

旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。
右
左

折
レ
ー
ン
の
設
置
は
検
討
と
な

る
が
、
歩
行
者
レ
ー
ン
の
設
置

は
、
横
断
歩
道
の
設
置
に
併
せ

て
移
設
し
て
い
き
た
い
。

鈴
木
啓
一
議
員
（
市
民
の
声
）

　

東
京
外
郭
環
状
道
路
建
設
は
、

供
用
開
始
を
目
指
し
工
事
が
進

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
い

ま
だ
に
未
買
収
地
が
あ
る
。
こ

れ
は
単
に
地
権
者
が
反
対
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
説
明
不
足

な
ど
国
の
対
応
に
原
因
が
あ
る
。

地
権
者
は
再
三
に
渡
っ
て
国
と

の
話
し
合
い
を
要
請
し
た
が
、
ら

ち
が
明
か
な
い
。
土
地
収
用
法

地
権
者
に
説
明
不
足
等 

誠
実
な
対
応
を

理
解
得
ら
れ
る
丁
寧
な
対
応
国
等
に
要
望

東京外郭環状道路用地交渉

あ
り
き
の
姿
勢
は
強
引
で
あ
り
、

市
は
誠
実
な
対
応
を
国
に
強
く

要
望
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　

平
成
27
年
度
末
の
全
線
開

通
に
向
け
、
事
業
を
進
め
て
い

る
。
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
土

地
収
用
法
手
続
き
を
第
一
と
せ

ず
、
任
意
の
話
し
合
い
の
中
で

地
権
者
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
丁
寧
な
対
応
を
国

等
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

国
の
文
化
審
議
会
が
下
総
国

分
寺
跡
附
北
下
（
つ
け
た
り
き

た
し
た
）
瓦
窯
跡
を
国
の
史
跡

に
追
加
指
定
す
る
よ
う
、
文
部

科
学
大
臣
に
答
申
を
し
た
。
北

下
遺
跡
の
価
値
と
重
要
性
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
遺
跡
の
保

存
方
法
や
市
民
へ
の
公
開
等
に

つ
い
て
、
専
門
的
な
意
見
や
知

識
を
集
め
た
検
討
委
員
会
の
立

検
討
委
員
会
が
必
要
で
は
な
い
の
か

北 下 遺 跡

ち
上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　

北
下
遺
跡
の
窯
跡
は
下
総

国
分
寺
を
考
え
る
上
で
も
、
重

要
で
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

本
市
は
追
加
指
定
地
の
所
有
者

で
は
な
い
が
、
市
内
に
あ
る
遺
跡

な
の
で
、
市
に
一
定
の
権
限
や

責
任
が
生
じ
る
と
考
え
る
。
県

が
保
存
管
理
計
画
の
段
階
で
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
の
で
、
本

市
で
も
検
討
し
た
い
。

湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

平
成
22
年
９
月
開
催
の
千
葉

国
体
に
お
い
て
、
本
市
は
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と
な
る
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
、
小
中
学
生
に

よ
る
手
づ
く
り
の
歓
迎
の
ぼ
り

旗
を
作
成
す
る
と
聞
く
。
作
成

の
費
用
負
担
と
旗
の
活
用
方
法

を
問
う
。
ま
た
、
子
供
達
が
試

合
観
戦
す
る
た
め
の
交
通
手
段

子
供
達
が
試
合
観
戦
す
る
た
め
の
費
用
は

学
校
か
ら
会
場
ま
で
の
バ
ス
輸
送
を
計
画

千葉国体 ハンドボール競技

と
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　

参
加
47
都
道
府
県
の
選
手

を
応
援
す
る
た
め
、
の
ぼ
り
旗

を
作
成
す
る
。
費
用
は
市
が
負

担
し
、
学
校
で
育
て
た
花
の
鉢

植
え
と
一
緒
に
、
競
技
会
場
に

飾
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
試
合
を
多
く
の
子

供
達
が
観
戦
で
き
る
よ
う
、
学

校
か
ら
会
場
ま
で
は
無
料
の
バ

ス
輸
送
を
計
画
し
て
い
る
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

真
間
川
左
岸
沿
い
の
遊
歩
道

の
敷
石
に
が
た
つ
き
が
目
立
つ
。

遊
歩
道
整
備
に
つ
い
て
の
市
の

考
え
を
問
う
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
の
親
子
連
れ
や
シ
ル
バ
ー

カ
ー
の
高
齢
者
は
敷
石
の
遊
歩

道
を
歩
く
の
が
困
難
な
た
め
、

車
道
の
端
の
路
側
帯
を
歩
い
て

い
る
が
、
道
幅
が
狭
く
危
な
い
。

歩
行
者
の
安
全
対
策
は
考
え
ら

が
た
つ
き
の
あ
る
敷
石 

ど
う
対
応

不
良
箇
所
の
敷
石
を
除
去
し
補
修

真間川左岸沿いの遊歩道

れ
な
い
か
。

答
　

職
員
等
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

危
険
な
場
所
を
発
見
し
た
場
合
、

不
良
箇
所
の
敷
石
を
除
去
し
て

整
地
す
る
な
ど
の
補
修
を
行
っ

て
い
る
が
、
早
急
に
調
査
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
が

た
つ
き
の
あ
る
敷
石
の
改
善
や

足
元
の
低
木
を
刈
り
込
み
す
る

な
ど
、
出
来
る
限
り
歩
行
空
間

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

か
い
づ
　

勉
議
員
（
道
）

　

年
間
の
ご
み
処
理
費
用
は
約

62
億
６
千
万
円
で
、
市
民
一
人

当
た
り
約
１
万
３
千
円
の
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
処
理
費
用
は
年
間
約
４
億

９
千
万
円
も
支
出
し
て
い
る
。

環
境
市
民
会
議
の
提
案
を
受
け
、

特
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
ボ

ト
ル
等
を
推
奨
し
、「
ご
み
ゼ
ロ

宣
言
」
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
市
民
会
議
の
提
案
受
け
ど
う
対
応

次
期
環
境
基
本
計
画
に
反
映
し
て
い
く

ごみゼロ宣言

答
　

環
境
市
民
会
議
か
ら
の
提

案
は
、
ご
み
の
12
分
別
、
エ
コ

ラ
イ
フ
推
進
員
制
度
創
設
等
、

本
市
の
環
境
施
策
に
反
映
さ
れ

て
い
る
。
第
６
期
と
な
る
今
回

の
環
境
市
民
会
議
か
ら
提
案
さ

れ
た
、「
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
は

じ
め
と
す
る
持
続
可
能
な
社
会

の
た
め
の
市
民
提
案
に
つ
い
て

は
、
次
期
環
境
基
本
計
画
に
反

映
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

県
が
立
ち
上
げ
る
の
で
検
討
し
た
い

市
役
所
本
庁
舎
前
の
駐
車
場
出
入
り
口

防 災道 路

「
ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
」
で
本
市
が
会
場
と
な
る
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
競
技

文 化・ ス ポ ー ツ自 然 ・ 環 境 


